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人類と感染症との共生関係

人類と感染症の歴史は長い。最初

の感染症拡大の記録は，紀元前3000

年ごろにさかのぼる。人々が狩猟生

活から農耕生活に移行し，中東のメ

ソポタミア地域にヒトとヒト，ヒト

と家畜との密な定住環境が形成され

ると，これまで風土病であった麻
はしか

疹

の感染が拡大した。麻疹感染はしば

らくの間，単発的に周辺地域での流

行を繰り返した後，遠隔地域との交

易拡大に伴い，世界各地へと伝搬を

開始した。古代ギリシャ文明の衰退

や，新大陸先住民への壊滅的な打撃

を引き起こしながら，麻疹は数千年

をかけて世界の隅々まで伝搬し，ヒ

トとの共生関係を構築している。

感染症はこれまで，人々のライフ

スタイルや社会制度の変革を生み出

してきた。例えば，中世ヨーロッパ

で流行が拡大した黒死病は，東方か

らの交易船によって同地域に持ち込

まれ，猛威を振るった。ヨーロッパ

の人口の約3分の1が犠牲になり，

労働人口が減少したが，その一方で，

賃金が上昇し人々の生活水準が向上

したと言われている。荘園の付帯物

と捉えられていた農民の地域をまた

がった流動性が高まり，荘園の持ち

主である領主，教会の影響力が低下

した。この傾向は，貨幣経済の拡大

とその後の新大陸からの安価な銀の

流入によって加速し，近世ヨーロッ

パの下地となる，主権国家形成につ

ながった。

供給ショックによる社会変化

ヒトの国，地域を越えた往来が活

発な現代では，感染症の伝搬速度は

速い。2019年末に発生したCOVID-19

感染は急速に世界に拡大し，約2か

月後にはパンデミックを引き起こし

た。各国は都市封鎖や外出規制など

により，個人の行動を制限した。そ

の結果，サービス業を中心とした景

気停滞が発生した。ライフライン側

で制限が起き，人々の購買行動が急

激に抑制される。感染症パンデミッ

クは，供給ショック型の経済停滞を

引き起こしていると言える。自らの

消費意欲の減退による需要ショック

型の経済停滞と異なり，供給ショッ

クは人々のマインドへ直接的な影響

を与える。

そしてCOVID-19は，感染が短時

間で急拡大したのと同じように，供

給ショックを介して，急速度でかつ

世界的に，私たちのライフスタイル，

社会制度に変化をもたらすと考えら

れる。供給ショックによるライフス

タイルの変化，という観点では，パ

ンデミックではないが，1970年代

の石油ショックが参考になるだろ

う。この時，原油価格の上昇により，

多くの国で消費者物価指数が大きく

上昇した。経済が停滞し，地球資源

の有限性が指摘され，環境問題深刻

化や経済格差など，成長の限界への

懸念が拡大し，社会課題解決に向け

た議論が各国で活発化した。省エネ

ルギー，省資源に対する人々の意識
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が高まり，自動車の排ガス規制など，

製品・サービスに関わる環境規制の

整備も各国で進展した。

しかしその後，国境を超えたヒト，

モノ・サービス，資金の移動・流通

が加速すると，新興国・地域開発を

成長エンジンとして，世界経済は成

長を継続した。私たちはいつの間に

か，成長の限界を忘れてしまったか

のように，効率性，収益性を重視し

た工業化，商業化をグローバルに加

速してきた。今回のパンデミック拡

大は，持続的社会形成の重要性を今

一度私たちに再認識させる機会にな

ると考えられる。

求められるロングターミズム
とイノベーション

私たちは，事業活動をグローバル

に拡大し，経済性，効率性を追求し

てきた。しかし，ポストパンデミッ

クの世界では，行き過ぎたショート

ターミズム（短期利益志向）への反省

から，長期的な視点，いわゆるロン

グターミズムに立った，社会制度変

革とインフラ再構築への機運が高

まっていく。

日立はエネルギー，インダスト

リー，モビリティ，ライフ，ITの5

セクターで，社会イノベーション事

業をグローバルに展開している。各

セクターにおいて，事業運営の経済

性に加え，長期的な社会・環境課題

解決といった社会性とのベストバラ

ンスを実現するイノベーションが求

められると考えられる。例えば，ポ

ストパンデミックの社会インフラ，

企業のサプライチェーン，生活環境

の変化に対して，以下のトレードオ

フとも言える課題への対応が重要に

なるだろう。

（1）社会インフラ：サービス経済性と

ユニバーサリティ

通信，モビリティ，エネルギー，

金融サービスなどへの新規参入増加

によるライフラインインフラサービ

スの多様化，個人・企業の生活・商

業活動エリアの分散化が進む中，耐

災害などインフラの安全・安心設計，

環境負荷軽減と運用経済性をどのよ

うに実現するか。企業収益，家計維

持のためのインフラコスト低減ニー

ズが拡大する中，需要家のインフラ

サービスへのアクセシビリティをど

のような社会制度，技術を活用して

向上させていくか。

（2）企業のサプライチェーン：時間・

地域分散とオンデマンドデリバリー

デジタルによる商流・金流の小口

化・多頻度化・実時間化は今後も加

速する一方，開発・調達・生産の過

度な特定地域への依存解消に向けた

地域分散型サプライチェーンの構築

への取り組みが進展していく。サプ

ライチェーンの時間分散，地域分散

が拡大する中，製品・サービスのオ

ンデマンドデリバリーをどのように

格差拡大

こ
れ
ま
で

ポ
ス
ト

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

資源有限性 環境負荷 安全衛生

産業政策 経済活動 サプライチェーン 生活環境

グローバル
経済成長 消費主導 生産性 ・ 効率性 物質的豊かさ

環境主導地域持続性 レジリエンス
・ 多様性 精神的QoL

持続的社会形成

ポストパンデミックにおける社会変化
パンデミック感染症拡大は，私たちに
経済格差の拡大，地球資源の有限
性，地球のCO2吸収力限界による環
境負荷，安全衛生確保といった「忘れ
ていた」社会課題を再認識させる。
人 の々ライフスタイルの変革が始まるとと
もに、企業に対しては持続的社会形成
への貢献がいっそう求められる時代が
到来する。
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実現していくか。また，地域分散化

が進む企業のグローバルサプライ

チェーンに対して，ガバナンス，コ

ンプライアンスリスク耐性強化，循

環経済形成への対応をどのように進

めていくか。

（3）生活環境：リモートワークライフ拡

大と地域エンゲージメント

在宅，時短，クラウドソーシング

など，多様化するワークスタイル環

境実現に向けた自治体，企業施策整

備の進展，フィジカルディスタンシ

ングの拡大に対して，人と人とが社

会的・心理的につながる環境をどの

ように創出するか。ソーシャルセ

キュリティ，公衆衛生向上を目的と

した個人の行動追跡情報，医療情報

へのアクセス規制緩和に関する議論

が活発化していく中で，パブリック

セーフティ強化とプライバシーリス

ク低減をどのようにして両立するか。

技術革新の加速

文明の発達は，感染症を生み出し

たが，同時に技術の発展も促した。

人々は，農耕生活に移行し，地域に

定住を始めると都市国家を形成し

た。人口が増加すると，牧畜の拡大

や農具による農耕法の改善，灌
かんがい

漑に

よる農業生産性の飛躍的な向上が実

現した。余剰農産物の増加は交易の

拡大を生み出し，交易記録や生産管

理のための文字の発明に結びついた。

技術革新は人間の生存本能と密接

な関係にある。10世紀前後からアジ

アで始まった，鉄鋼と灌漑技術の発

展の背景には，中国沿岸部や，イン

ド，中東における人口の自然増，流

入の急速な拡大がある。民族間の衝

突拡大に対応するため，また湾岸，

山林，砂漠地帯において，農耕面積

拡大に頼らず，食糧や必需品を増産

し，生活レベルを維持するためには

農具・武具，土木，水力利用の分野

での技術革新が必要だったわけであ

る。また，18～19世紀の産業革命

には，主権国家間の競争激化や小氷

期によるヨーロッパの気候寒冷化が

遠因として存在している。

パンデミックの拡大は，人類の生

存本能を呼び覚ますことになるだろ

う。人々のライフスタイル，生活環

境の大きな変化に対応した革新的技

術登場への期待が高まっている。特

に資源の有限性顕在化や環境問題の

深刻化，安全衛生確保に対しては，

人々の消費意識を形成する社会的な

習慣，文化的背景を踏まえた，より

よい社会環境創出のための自然科

学，社会科学研究が重要である。人

間の生態，生活行動を対象とした広

義のライフサイエンスの重要性が増

加し，先進的な社会実験を通した，

科学技術と心理学，社会行動学など

との融合的な研究開発の推進が，今

後一層求められると考えられる。

技術革新の地域多様性も高まって

いくだろう。中世の時代，工業技術

は人の技能として定着して初めて機

能するものであった。技術と人は

切っても切り離すことができない密

接な関係だったと考えられる。しか

し，産業革命以降の機械化は，技術

再現手段を機械やシステムに担わせ

ることで，技術と人との密接な関係

を解消してきた。そして現代のデジ

タル化の進展は，仮想環境上での技

術の再現性を高め，技術と機械・シ

ステムとの密接な関係を解消してい

く。ネットワークを介し，距離を越

えた工業技術・技能・知見に関わる

ソフト資産の流通，交流が加速し，

各国・地域の社会環境，習慣に根差

した，多様な背景を持った技術革新

への取り組みが各地で活発化する。

技術革新の萌
ほうが

芽を捉えるためのマル

チリージョナルかつオープンな研究

開発網の構築が，企業により強く求

められる時代が到来するだろう。

参考文献

1） 山本太郎：感染症と文明 共生への
道，岩波新書（2011）

2） 村上陽一郎：ペスト大流行 ヨーロッ
パ中世の崩壊，岩波新書（1983）

3） アーノルド・パーシー：世界文明
における技術の千年史「生存の技
術」との対話に向けて，新評論
（2001）

4） 長谷川貴彦：産業革命，山川出版
社（2012）

5） サミュエル・ハンチントン：文明
の衝突，集英社（1998）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


